




















という次元で見る時、歴史 記憶、政治的イデオロギー等の要因が作用していることである。二番目に、国内経済の次元で見る時、中国は地域不均衡解消 ための経済開発過程で、北朝鮮の対外門戸の役割をより切実に認識していることである。三番目に、国際体制の視点で見る時、北朝鮮は中国の対米「反牽制」戦略の重要なレバレッジとして 価値が増大していることである。
（2） 中国の対北朝鮮政策の
                          論理と政策ロードマップ
先ず、朝鮮半島の平和と安定は中国の朝鮮














































より積極的な歩みを見せるだろう。中国は自国の改革開放の経験を北朝鮮 紹介し、北朝鮮が「民生改善」問題を中心に置き 対外開放を実施することで国際社会との接触ないは協力領域の拡大を図り、窮極的、長期 に危機状態に置かれている北朝鮮 済の回復を期待しようとする。
　
五つ目、中国はより長期的な視角で朝鮮半島
非核化問題に接近しようと だろう。北朝鮮の核問題において周辺強大国 利害関係が複合的に作用しているため、北朝 核問題が一朝一夕に解決されることは難しい。
 これに伴い、
六者会談を制度化して、多者的枠組みの内で両者間会合を積極的に推進し、朝鮮半島停戦体制を平和体制に転換させることによって北朝安保問題が解決される前提の下で非核化問題議論することがより現実的だと見 。
（チエン・ロンファン　　　　　
延辺大学社会人文科学学院院長）
